
″τ
す
丘

す
身
颯

年

す
一
月

花
水
資
源
事
後
調
査

村
民
同
行
し
実
施

大
鹿
で
Ｊ
Ｒ
東
海

Ｊ
Ｒ
東
海
は
１２
日
、
大
鹿
村
内

の
現
地
見
学
を
村
民
を
対
象
に
実

施
し
た
＝
写
真
。
村
に
よ
る
と
、

村
民
同
行
で
の
事
後
調
査
は
初
め

て
。
柳
島
貞
康
村
長
ら
の
ほ
か
、

村
民
６
人
が
参
加
し
た
。

同
社
は
環
境
影
響
評
価
法
に
基

づ
き
、
井
戸
や
湧
き
水
、
河
川
の

村
内
計
３５
地
点
で
水
位
や
流
量
、

一水
温
な
ど
を
測
る
事
後
調
査
を
原

一則
月
１
回
実
施
。
同
社
が
自
主
的

に
取
り
組
む
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

は
事
後
調
査
の
３
地
点
を
含
め
１５

地
点
で
行
う
と
し
て
い
る
。

参
加
者
は
、
同
村
大
河
原
釜
沢

地
区
に
あ
る
小
渋
川
支
流
の
小
河

内
沢
と
寺
沢
の
２
地
点
を
訪
れ
、

同
社
か
ら
業
務
を
受
託
し
て
い
ス

業
者
が
行
う
調
査
の
様
子
を
見
学

し
た
。
同
行
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海
の
担

当
者
や
調
査
業
者
に
具
体
的
な
調

査
方
法
な
ど
を
質
問
し
た
。

水
資
源
の
調
査
を
め
ぐ

っ
て

は
、
村
民
か
ら
、
調
査
の
回
数
を

増
や
し
た
り
、
自
動
の
連
続
観
測

が
可
能
な
水
位
計
の
設
置
を
求
め

る
声
が
あ
る
。
見
学
に
参
加
し
た

釜
沢
地
区
の
谷
口
昇
自
治
会
長

（４５
）
は

「
一
番
の
懸
念
は
生
活
に

使

っ
て
い
る
水
源
に
影
響
が
あ
る

か
ど
う
か
。
ち
ゃ
ん
と
調
査
が
で

き
て
い
る
か
地
域
と
し
て
チ

ェ
ッ

ク
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
」
と
話
し
て
い
た
。


